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地平の地平として、やがては「無限の開放性 (die unendliche Offenheit）」として、主体の活
動を取り巻く地盤という性格を獲得し、現象学の基本的な問題領域を構成することになる



















































その先に「現象的身体 (le corps phénoménal)」の現象学的記述を与えられるものであるとし
ても、その存在論的あるいは形而上学的意義は、デカルト二元論の形而上学への批判とし
てはっきりと述べられている。 









































































































































 現象学において、とりわけ晩年のフッサールにおいて、「生き生きとした現在 (die 















































5. 存在と無  『知覚の現象学』では、このように身体と知覚に依拠しながらデカルト二
元論を超える試みが最終的には時間性の問題からとらえられていた。現象学が形而上学と
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 このことは、1) ヘーゲルの意味での乗り越え、弁証法を実現するのではなく、2) 侵
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定的なものである、つまり隠蔽性 (Verborgenheit) の非隠蔽性 (Unverborgenheit)、根
源的に現前しないもの (Nichturpräsentierbar) の根源現前化 (Urpräsentation) である、
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いものは他の（論理的な意味で＜可能的な＞）見えるものではなく、ただ不在なだけ
の肯定的なものではない。 
 見えないものは、原理上の隠蔽性 (Verborgenheit) であり、つまり見えるものの見
えないもの、環境世界の開放性 (Offenheit) であり、無限性 (Unendlichkeit) ではない。
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語られうるのである。 
































































































(1) 本稿は、2017 年 9月 4日、私学会館（京都）での土井道子記念哲学シンポジウムにおいて発表された
ものである。 
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